
令和５年１月２６日  

 

 

教 育 委 員 会 定 例 会 

 

 

１  開  会  

 

２  報  告  

報告第  １  号  教育委員会１２月定例会の会議録について  

 

３  議  案  

議案第  １  号  日立市奨学生選考委員会委員の任命について  

 

４  その他  

 (1) 日立市立小・中学校等の卒業式及び入学式の日程と実施  

方法について  

 (2) ２０２３年日立市二十歳の祝い記念式典の実施報告につ  

いて  

 (3) 令和５年度公設児童クラブ入所申込状況について  

 (4) 市内高等学校運動部の全国大会出場結果について  

(5) 令和４年度教育長表彰について  

 

５  次回の教育委員会の日程について  

   令和５年２月２２日（水）  午後２時３０分から  

   日立市役所  ３０４・３０５号会議室  

 

６  閉  会  

 



報告第  １  号   

 

   教育委員会１２月定例会の会議録について  

 

 教育委員会１２月定例会の会議録について、別紙のとおり報告するも

のとする。  

 

      令和５年１月２６日提出  

 

                日 立 市 教 育 委 員 会 

                教 育 長  折 笠 修 平 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

教育委員会会議録（１２月定例会） 
 

 

 

日  時       令和４年１２月２２日（木） 

           午後１時３０分から午後２時１５分まで 

 

場  所       日立市役所 ３０４・３０５号会議室 

 

出席委員       教育長                 折笠 修平 

           教育長職務代理者            中村 雅利 

           委 員                 上村 由美 

           委 員                 朝日 華子 

           委 員                 小野 智久 

 

委員以外の出席者   教育部長                松本 正生 

           理事                  窪田 康德 

           総務課長                松本 賢吾 

           学校施設課長              高瀬  稔 

           学務課長                芳賀 友博 

           学務課課長               酒地 康彦 

           学校再編課長              渡邊 鏡子 

           生涯学習課長              信太  誠 

           スポーツ振興課長            玉置 伸一 

           指導課長                多田 賢一 

           指導課課長               佐川 正城 

           記念図書館長              赤津 光司 

           郷土博物館長              宮内 雅弘 

           北部学校給食共同調理場長        石川  渉 

           教育研究所長              横山 宏栄 

           子ども施設課係長            高野  勉 

           総務課副参事(兼)庶務係長        西  勇人 

           総務課副参事(兼)計画財務係長      高橋美奈子 

           総務課主幹               澤田 貴子 

           総務課主事               佐藤 友香 

 



 

議  事 

 

 報 告 

 報告第１２号 教育委員会１１月定例会の会議録について 

 

 議 案 

議案第４１号 日立市立学校等給食費取扱規則の一部を改正する規則の 

制定について 

 

 その他 

 (1) 令和４年第４回市議会定例会について 

 (2) 令和５年度日立市奨学生の選定状況について 

 (3) 令和４年度日立市優秀教職員等褒賞事業の受賞者について 

 (4) 第６９回日立市教育論文応募状況及び審査結果について 

 (5) 令和５年度日立市立幼稚園等の園児募集の結果等について 

 

  



 

会 議 の 概 要 

１  開  会  

教 育 長 ただ今から、教育委員会１２月定例会を開会します。 

 

本日は、傍聴希望者はおりません。 

 

  

２  報  告  

報 告 第１２号 教育委員会１１月定例会の会議録について 

教 育 長 

 

まず、報告第１２号について、御意見等はございませんか。 

 

全 委 員 特にありません。 

 

教 育 長 

 

 

それでは、本件については、承認されました。 

 

 

３  議  案  

議 案 第４１号 日立市立学校等給食費取扱規則の一部を改正する規則の制定に

ついて 

教 育 長 

 

 

続いて、議事に移ります。 

議案第４１号について、学務課長から説明をお願いします。 

 

学 務 課 長 

 

物価高騰対策として、子育て世帯の負担軽減を図るため、３学期

分の給食費の保護者負担金を免除することについて、関係する規則

を一部改正するものです。 

対象となる給食費は、令和５年１月から３月までの３か月分で

す。 

免除の対象者は、本市が給食を提供している市立小学校、中学校、

義務教育学校、特別支援学校、県立日立第一高等学校附属中学校に

通う児童生徒の保護者です。 

附則に給食費の負担の特例を規定する第４項を加えるものです。 

 

教 育 長 

 

それでは、議案第４１号について、可決することでよろしいでし

ょうか。 

 

全 委 員 

 

異議なし。 

 

教 育 長 議案第４１号については、原案可決と決しました。 



 

  

４  そ の 他  

(1) 令和４年第４回市議会定例会について 

教 育 長 

 

 

続いて、その他に移ります。 

その他(1)について、御質問や御意見はございますか。 

 

委 員 篠田議員の質問の中で、不登校の子ども等への対応としての訪問

型家庭教育支援について、本市の見解を聞いていますが、それに対

して、未就学児からの切れ目のない家庭教育支援を実施し、さらに、

学齢期の子どもについては、教育相談員などによって訪問もしてい

ると答弁しています。篠田議員の質問では、半数くらいの市町村で

訪問型家庭教育支援も取り入れているという話になっていますが、

本市でも、以前から訪問型家庭教育支援というのは取り組んでいる

と思いますので、具体的にどのように行われているのか、教育相談

員やスクールソーシャルワーカーの訪問回数が実績としてどの程

度あるのか、分かる範囲で教えていただきたいです。 

また、家庭教育支援については、本市では、平成２０年度くらい

から家庭教育サポーターの設置などに取り組んでおり、大変充実し

ていると考えております。ただ、難しいのは、子育て支援と家庭教

育支援の境目です。特に、未就学児においては、子育て支援との境

目が曖昧ですし、福祉、保健分野の関係機関との連携を強化すると

答弁していますが、将来的に分野を統合できないかと考えていま

す。境界がそれほどはっきりしているわけではないので、家庭教育

支援と子育て支援というのは、一体化して考えていく方が良いので

はないか、独立した機関として設置するくらいの姿勢があっても良

いのではないかと前から思ってはいたのですが、その辺りについて

の考え方、また、具体的な統合についての話があるのかどうかをお

聞きしたいです。 

 

指 導 課 長 

 

市のスクールソーシャルワーカーの訪問について、昨年度は、学

校で保護者等を交えたケース会議等では、小学校が４件、中学校が

３件の計７件に関わり、支援をしてきたところです。 

なお、市のスクールソーシャルワーカー単独での家庭訪問等につ

いては、報告はございませんでした。 

 

教育研究所長 学校訪問担当相談員については、中学校を拠点に１４名を配置し

ているところでございますが、各学校の教員と連携しまして、不登

校等の支援のために、対象となる児童生徒宅への家庭訪問や登校支

援を行っているところでございます。昨年度の延べ訪問件数は、約

２００件でございます。新型コロナウイルス感染症の影響が考えら

れますが、前に比べると、件数は抑えられているところです。 



 

 

教 育 部 長 現時点で、子育て支援と家庭教育という視点からは、内部で話合

いを持っているという状況にはありません。  

ただ、国のこども家庭庁が来年４月に設置予定であり、子どもに

関することについては、家庭教育だけでなく、いろいろなことを包

括的にやっていく流れであると認識しております。その中で、連携

が必要な部分については、保健福祉部等と話し合いながら、漏れの

ないようにやっていきたいと考えております。 

訪問型家庭教育支援の家庭訪問について補足ですが、０歳児・乳

児については、保健センターにおいて、保健師や助産師等が家庭を

訪問しております。また、５歳児健診において、健診を受けて問題

があれば、会議で情報共有できるように取り組んでおります。日立

市では、県の訪問型家庭教育支援と同じような仕組みが出来上がっ

ていると認識しております。 

 

委 員 教育相談員の訪問件数が２００件と多いですが、相談内容は不登

校に関することが多いのでしょうか。 

家庭教育については、核家族化の進行やひとり親世帯の増加な

ど、いろいろな状況がある中で、子育ての悩みを抱えている保護者

にターゲットを絞って、しっかり支援ができれば良いと思っており

ます。仕組みが出来上がっているということなので、期待したいと

思います。 

 

教育研究所長 具体的な統計の分類はございませんが、不登校に関する支援が多

くを占めているというところです。本人に会える場合、会えなくて

も保護者にのみ会える場合、訪問したが誰もいなかったという場合

には手紙を投かんするなど、ニーズに合わせた支援を行っていると

ころでございます。年度によっても状況は変わりますし、教員との

連携が必要で、単独での支援は難しいため、件数が多い学校もあれ

ば、全くない学校もございます。 

 

委 員 家庭教育については、児童生徒の不登校対策は当然のことです

が、それ以外の子育て、特にしつけの仕方などに悩みを抱えている

保護者にうまく支援が行き届くよう、更にきめ細かくお願いしたい

と思っています。 

英語教育について、それなりの成果が出ているという印象を持ち

ました。ただ、特に小学５、６年生において、英語が教科になった

ことで、現場ではいろいろと苦労があるだろうと思いますが、日立

市は、従来からＡＬＴによる対応が充実しているので、そういった

面が成果に表れているのだと思います。英語の教員免許を持ってい

る教員が各小学校に配置されて、対応していただけるのが良いと思

いますが、現状はどうなのでしょうか。 



 

 

指 導 課 長 中里小中学校を含む日立市内の小学校２５校のうち、校長、教頭

を除く教諭、講師で英語の免許を持っている先生は、５３名です。

多い学校では、５名の先生がいらっしゃいます。 

なお、人事異動や配置にもよると思いますが、英語の免許を持っ

ている先生がいないという学校は３校でございます。 

 

委 員 小学校の英語が教科になったということで、英語の免許を持って

いる教諭が配置されることは大事だと思います。現状、平均２人く

らいは各小学校に英語の免許を持っている教諭等が配置されてい

るということですが、配置されていない学校が３校あるということ

なので、人事担当と連携を取らないといけないとは思いますが、で

きれば、全ての小学校に配置していただく方向でお願いしたいで

す。それによって、英語教育が充実していくと思いますので、英語

の免許を持っている先生が活躍できるように、是非、よろしくお願

いします。 

 

委 員 要望です。伊藤議員の質問において、ＩＣＴ教育環境整備の現状

と課題に関連して、不登校について触れられていますが、不登校の

子への対応ということで、全国的にもオンラインやタブレットを使

った支援が行われていますが、何がどう有効なのかがまだよく分か

らないというところと、不登校の子たちとカウンセリング等をする

中で、学校では具体的にこういうことをしてもらえるという提案が

まだしにくいところがあります。そのため、学校での具体的な支援

内容やその効果について、もう少しはっきり分かると、不登校にな

ったお子さんや保護者にとっても良いと思います。 

また、現状では、学校によって、支援を行っているところとそう

でないところがあると思うので、もう少し整理してもらえると、間

接的に関わる支援者にとっても、良いと思いました。 

 

委 員 感想です。クラスのほとんどの子どもは先生の目の前にいて、１

人、２人がオンライン授業を受けているというときに、どうしても、

その１人、２人のために画面から離れられないので、クラスにいる

ほかの子どもたちについては、机の間を渡っていきながらの指導範

囲が限られてしまいます。教えている側からすると、それがとても

歯がゆく、実際にクラスにいる子どもたちをどのように支援するの

かというところもあると思うので、タブレットももちろん、例えば、

先生の加配によって、１人の先生はパソコンの前で授業して、もう

１人の先生が机の間を回ってくれるなど、費用は掛かると思います

が、そういうことについても考えていただけたら良いと思います。 

 

 



 

委 員 質問です。訪問型家庭教育支援について、具体的に導入を検討す

る場合、訪問をお願いする方法をどのように考えているのか、今の

段階で分かれば教えていただきたいと思います。 

 

生涯学習課長 訪問をお願いする具体的な方法については、今後、検討をしてい

く予定でございます。 

 

委 員 頼みやすい仕組みを作っていただければと思います。 

 

教 育 部 長 補足ですが、現在、日立市では、家庭教育を訪問型という形では

取り組んでいないため、明確な窓口はないのですが、子育ての窓口

がたくさんありますので、そこで情報が寄せられれば、お互いに窓

口を紹介できるようにしております。その中で、訪問が必要な場面

について、例えば保健面で必要ということであれば、保健センター

につないで、保健師に訪問していただくというような流れをイメー

ジしております。 

 

委 員 結局は、訴えがあってからの対応になってしまいます。虐待等も

そうですが、なかなか見付かりにくい、問題を抱えている家庭のキ

ャッチの仕方です。訴えがあれば、相談対応をできるのですが、訴

えなしに、そのままいろいろな問題が深刻化していってしまうとい

う可能性もあります。特に、虐待、ネグレクトなど、そういった問

題に対して、どのように支援の手を差し伸べるのかというところで

す。その仕組みづくりがなかなか難しく、解決策が容易には見付か

らないとは思いますが、相談が必要な隠れた家庭などをどうやって

見付けていくのかというところについても、できれば、検討してい

ただく必要があると思います。訴えがないのに、飛び込んでいくと

いうのは、難しいことではあるので、どのような策を練るかという

ところだと思いますが、その辺のところも視野に入れて、検討して

いっていただければと思います。子育て支援課等と連携していかな

いといけないとは思いますが、是非、教育委員会としても考えてい

ただければと思います。よろしくお願いします。 

 

教 育 部 長 おっしゃるとおり、こちらから押しかけていって、実態を把握す

るのは難しいというのが現状であります。例えば、学校に通ってい

るお子さんであれば、様子がおかしいことに気付いた先生方から情

報を頂いて、教育委員会で対応できるのか、保健福祉部につないだ

方が良いのかなど、様々なケースがあります。そういった形でフォ

ローしていければ良いと思っておりますので、学校にもその都度、

お願いや注意喚起をしていければと思っております。 

 

 



 

(2) 令和５年度日立市奨学生の選定状況について 

教 育 長 

 

次に、その他(2)について、総務課長から説明をお願いします。 

 

総 務 課 長 

 

令和５年度日立市奨学生の募集につきましては、４月の教育委員

会定例会で御説明しましたが、本日は、これまでの選定状況につい

て御説明いたします。 

経済的な理由によって修学が困難な若者の進学を支援するため、

令和５年４月の進学予定者を対象に、応募受付、選定作業を行って

まいりました。 

本年８月、選考委員会による審議の結果、応募者４８人全員が選

考基準を満たしていると判定されました。しかしながら、応募者全

員を選定する場合、日立市奨学金貸付条例に規定する大学奨学生の

貸付人員の定員枠１２０人以内を超えるため、「今年度中に貸付人

員の増員に関する条例改正案が議決された場合」及び「進学先が決

定した場合」という条件を満たした場合、全員を選定することとい

たしました。これを受け、１２月市議会定例会に同条例の改正議案

を上程し、大学奨学生の貸付人員の定員枠を１８０人以内に改めた

ところです。 

条例の公布後、１２月中に、応募者全員に対し、市奨学生の選定

通知を送付いたします。 

募集及び選定の状況ですが、高等学校奨学生は、募集の結果、応

募者はなく、大学奨学生は、募集３０人程度に対し、応募人数は  

４８人でした。選考委員会の審査等を経て、選定人数は４８人でご

ざいます。 

本年５月の募集案内後、５月から７月にかけて応募を受け付けま

して、８月に書類審査、個別面接を行い、選考委員会を開催しまし

た。その後、１２月の条例改正を経て、奨学生応募者に選定結果を

通知いたします。今後は、随時、奨学生選定者から日立市へ進学先

決定を証明する合格通知書を提出してもらい、来年３月には、令和

５年度奨学生の決定を予定しております。 

 

 

(3) 令和４年度日立市優秀教職員等褒賞事業の受賞者について 

教 育 長 

 

次に、その他(3)について、学務課長から説明をお願いします。 

 

学 務 課 長 

 

本市教育の振興発展に寄与した学校等を褒賞することにより、教

職員の勤務意欲を向上させるとともに、先進的な実践を共有し、本

市教育の振興発展を図るために、平成２２年度から実施しているも

のでございます。 

褒賞基準については、分野ごとに、特に顕著な成果を挙げた学校、

教職員について、教育委員会事務局の部課所長で構成する審査委員



 

会が審査及び内審し、教育長が決定するものでございます。今年度

は、学校の部で３校、教職員の部で７名を褒賞いたします。 

昨年度の褒賞は、学校が５校、教職員が１０名で、昨年度に引き

続き、今年度も教職員の褒賞が多い傾向となっております。また、

今年度は、学校の先生のほか、用務員や学校事務員からも幅広く受

賞者が出ております。 

なお、表彰式は、年明け１月１３日の金曜日、学校長・園長連絡

会の終了後に執り行う予定でございます。 

 

 

(4) 第６９回日立市教育論文応募状況及び審査結果について 

教 育 長 

 

次に、その他(4)について、指導課長から説明をお願いします。 

 

指 導 課 長 

 

応募総数でございますが、令和４年度は１５編でございました。

内訳は個人が１４編、共同が１編です。 

学校種別応募状況は、小学校が６校１２編、中学校が１校２編、

特別支援学校が１編でございました。 

年齢別応募状況は、３０代前半が最も多く、６名となっておりま

す。 

研究分野別応募状況は、国語、社会、算数・数学など、１０の教

科や領域で応募がございました。  

本年度の特色と傾向でございますが、応募者の多い学校があり、

研修意欲の高さが見受けられました。学校名を挙げますと、大久保

小学校が５編、田尻小学校が３編ございました。また、各教科や領

域等で身に付けさせたい資質・能力を育成するために、手立てを工

夫し、具体的な実践内容を述べている論文が多く見られました。 

今後の課題ですが、論文の応募数が少ない状況が数年続いており

ます。悉皆研修と関連付けたり、自分の指導について客観的に分析

する利点を伝えたりするなどの取組によって、応募数を増やしてい

きたいと考えております。また、各種調査の数値に基づき、一貫し

た観点から成果を評価するなど、客観的なデータを多角的・多面的

に収集、分析していく必要があると考えております。 

最後に、入賞論文でございます。令和４年度の入賞論文は、全部

で８編でございます。内訳は、最優秀賞１編、優秀賞２編、優良賞

５編でございます。 

最優秀賞は、田尻小学校の斉藤恭正先生が理科学習の実践をまと

めたものでございます。 

優秀賞は、大久保小学校の大宮拓舞先生が外国語科の実践をまと

めたものと、田尻小学校、夏井尚馬先生が情報教育の実践をまとめ

たものでございます。 

 



 

委 員 最近は、応募数が少ない状況が続いているということですが、先

生方の多忙化が関連しているのではないかと考えてしまいます。特

に、コロナ禍の対応に追われているということもありますし、関係

があるのかどうかについて、考え方をお聞きしたいです。また、そ

の一方で、たくさん応募している学校もあるので、学校によって意

気込みの差が出てきているのではないかとも思います。その辺のと

ころの考え方についてもお聞きしたいです。 

 

指 導 課 長 全ての学校に聞き取ったわけではありませんが、先生方の多忙感

というのはあると思います。また、以前は遅くまで残ったり、管理

職が関わって論文を仕上げたりという部分があったのですが、働き

方改革もあり、なかなか管理職の方もそこまで踏み込んでいけない

という声もございます。  

ただ、一方で、論文を数多く出していただいた学校もあります。

そういう学校にお話を聞きますと、毎年論文を書いているような先

生がいらっしゃったり、学校として計画を緻密に立てて、４月から

順次進めていた学校もございますので、そういう好事例を市内の校

長先生方に伝えていって、来年度は、それを基に応募を広めていき

たいと考えております。  

 

 

(5) 令和５年度日立市立幼稚園等の園児募集の結果等について 

教 育 長 

 

次に、その他(5)について、子ども施設課から説明をお願いしま

す。 

 

子ども施設課 

 

 ９月の定例会におきまして、公立幼稚園及び認定こども園の令和

５年４月入園の園児募集について御説明させていただきましたが、

本日は、その結果について御報告させていただきます。 

５つの園の１号認定について園児募集を行いまして、４歳児クラ

スが３８人、５歳児クラスが２人、合計４０人の入園希望がござい

ました。前年の４０人と同数となっております。 

また、令和５年４月の園児数見込みでございますが、こちらは、

受付人数と進級する在園児の合計で、見込み数は８２人で、前年の

８６人と比較して、４人の減少となっております。 

次に、私立幼稚園・認定こども園の応募状況でございます。幼稚

園８園、認定こども園１２園、合計２０園の受付人数は２６１人で、

前年に比べて５６人の減少、進級する園児を含む来年４月の園児数

見込みは９７１人で、前年に比べて１０８人の減少となっておりま

す。 

続きまして、市立幼稚園の閉園予定についてでございますが、現

在、休園中の会瀬幼稚園につきましては、令和４年度末で閉園を予



 

定しており、それに伴い、日立市立学校設置条例の一部改正を予定

しております。 

 

 

(6) その他 

教 育 長 

 

そのほか、案件はありますか。 

 

生涯学習課長 日立市二十歳の祝い記念式典について、御説明をさせていただき

ます。 

式典の概要につきましては、８月の定例会で御説明申し上げたと

ころでございますが、事業の詳細がまとまりましたので、改めて主

な内容について、御説明させていただきます。  

開催期日は、令和５年１月８日の日曜日でございます。 

開催方法は、新型コロナウイルスの影響を考慮し、昨年度と同様

に２部制で開催いたします。  

会場は、池の川さくらアリーナでございます。  

主催は、２０２３年日立市二十歳の祝い実行委員会で、テーマは、

「 輝
かがやき

～それぞれの場所でそれぞれの色に～」に決まりました。 

開催内容でございますが、式典の開始時間につきましては、第１

部が午前１１時３０分から、第２部が午後２時３０分からの開始を

予定しております。また、式典終了後は、昨年同様、アトラクショ

ンを実施せず、出身中学校ごとに記念撮影を行うこととしておりま

す。 

また、市長及び議長からの御祝辞につきましては、ビデオレター

とし、当日会場にて放映いたします。 

今回は、実行委員会の主催事業として、二十歳の節目を迎えた自

分を表現する機会とするため、桜の花びらの形を模した付箋に、自

分を表す漢字一文字を書いてもらう事業を実施いたします。桜が開

花する前に、市の花である桜を自分たちで表現しようというもので

ございまして、受付時に回収した付箋を模造紙に張り付け、装飾を

施しまして、大きな桜の木を作り、市内公共施設に展示することを

予定しております。 

最後に、式典当日の出席者でございますが、昨年同様に、新成人

と恩師に御出席いただくことを予定しております。 

 

 

５ 次回の教育委員会の日程について 

教 育 長 

 

 

 次回の教育委員会定例会の日程について、総務課長からお願いし

ます。 

 



 

以 上 

総 務 課 長 

 

 

令和５年１月２６日（木）午後１時３０分から、日立市役所３階

３０４・３０５号会議室で開催予定です。 

 

 

６  閉  会  

教 育 長 

 

以上をもちまして、教育委員会１２月定例会を終了いたします。 

 

 



議案第  １  号   

 

日立市奨学生選考委員会委員の任命について  

 

日立市奨学生選考委員会委員を別紙のとおり任命するものとする。  

 

      令和５年１月２６日提出  

 

                日 立 市 教 育 委 員 会    

                教 育 長  折 笠 修 平   

 

 

 

 

 

 

 

                                

 （提案説明）  

 日立市奨学生選考委員会委員に欠員が生じたため、新たに委員を任

命するものであります。  

（任期  令和５年１月２６日から令和５年５月３１日まで）  



 

日立市奨学生選考委員会委員名簿 
 

（順不同、敬称略） 

 
氏 名 生年月日 住 所 所 属 

選出 

区分 
備考 

 下山田
し も や ま だ

 幹子
み き こ

   
市議会議員 

（総務産業委員会） 
１ R3～ 

 千葉
ち ば

 達夫
た つ お

   
市議会議員  

（教育福祉委員会） 
１ R元～ 

 福地
ふ く ち

 秀太郎
しゅうたろう

   
日立市立小・中学校ＰＴＡ

連合会 
２ R4～ 

 青木
あ お き

 睦人
む つ と

   
県北地区高等学校長会 

（日立第一高等学校長） 
２ R3～ 

 髙橋
たかはし

 秀治
しゅうじ

   
日立市学校長会 

（多賀中学校長） 
２ R4～ 

 佐藤
さ と う

  薫
かおる

   
日立市連合民生委員児童 

委員協議会 
３ H28～ 

〇 髙
たか

畠
はた

 修一
しゅういち

   
日立市連合民生委員児童 

委員協議会 
３  

 河合
か わ い

 恭子
きょうこ

   
学識経験者 

（元学校長） 
４ H27～ 

 鈴木
す ず き

 正人
ま さ と

   
学識経験者 

（元大学准教授） 
４ R元～ 

 大窪
おおくぼ

 啓一
けいいち

   保健福祉部長 ５ R4～ 

 松本
まつもと

 正生
ま さ お

   教育部長 ５ R4～ 

（○は新委員） 

１ 市議会議員  ２ 教育関係者  ３ 民生委員  ４ 学識経験者  ５ 市職員 

 

 



 

（１）日立市立小・中学校等の卒業式及び入学式の日程と実施方法について 

 

１ 実施日 

校 種 卒 業 式 入 学 式 

小 学 校 ３月２３日(木) ４月７日(金) 

中 学 校 ３月１３日(月) ４月６日(木) 

義務教育学校 ３月１３日(月) ４月７日(金) 

特別支援学校（小） ３月２２日(水) 

４月７日(金) 

特別支援学校（中・高） ３月１０日(金) 

 

２ 実施方法 

(1)  新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、昨年同様、縮小・簡略化して

実施する。 

(2)  参加者 

ア 卒業（入学）生 

イ 保護者 

人数は児童生徒１人につき２人（大規模校では会場の都合で１人）を目安に

各校で検討する。 

ウ 教職員 

学校規模により各校で検討する。 

※ 在校生については、オンラインによる参加等、各校の実態に応じて対応する。 

※ 来賓等の招待は見合わせる。 

(3)  開催時間はおおむね１時間以内とし、感染症対策に十分配慮した上で実施する。 

（椅子の間隔、換気、消毒、マスク着用等） 

 

以 上 

 



 

（２）２０２３年日立市二十歳の祝い記念式典の実施報告について 

 

１ 期 日  令和５年１月８日（日） 

２ 時 間 

 (1) 第１部 受付開始 １１：００～、式典及び記念撮影 １１：３０～１２：３０ 

 (2) 第２部 受付開始 １４：００～、式典及び記念撮影 １４：３０～１５：３０ 

３ 会 場  池の川さくらアリーナ 

４ 参加人数等   

対 象 者 参 加 者 参 加 率 

１，９９４人 １，４１７人 ７１．１％ 

 ※ 対象者 平成１４年４月２日から平成１５年４月１日までに生まれた者で、次のい

ずれかに該当するもの 

  (1) 日立市に住民を有する者（令和４年１１月１日現在） 

  (2) 市外に住所を有し、日立市の新成人記念事業に参加を希望する者 

 ※ 前回（２０２２年）の参加率 ７５．６％ 

５ 内容 

 (1) 式典 

 (2) 記念撮影（出身中学校ごと） 

６ 記念イベント「二十歳のいま、自分を『漢字一文字』であらわすと…」 

(1) 実行委員会主催事業として、二十歳の節目を迎えた自分を表現する機会とするため、

桜の花の形を模した付箋に「自分をあらわす漢字一文字」を書いてもらい、式典受付

で回収した。 

(2) 回収した付箋で大きな桜の木をつくり、桜の開花前に市内公共施設で展示する。 

  ア 日立駅情報交流プラザ  令和５年２月１日（水）から２月１５日（水）まで 

  イ 日立市役所１階正面入口 令和５年２月１５日（水）から３月３日（金）まで 

７ 過去の参加状況 

実 施 年 

（年度） 

２０１６ 

(平成27年度) 

２０１７ 

(平成28年度) 

２０１８ 

(平成29年度) 

２０１９ 

(平成30年度) 

２０２０ 

(令和元年度) 

２０２１ 

(令和２年度) 

２０２２ 

(令和３年度) 

該当者数 1,935人 2,072人 2,033人 2,027人 2,108人 2,050人 2,032人 

参加者数 1,461人 1,566人 1,547人 1,491人 1,603人  1,536人 

参 加 率 75.5％ 75.6％ 76.1％ 73.6％ 76.0％  75.6％ 

 

 

開催中止 



 

８ 当日の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 受付               式典を運営する実行委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祝辞（市長のビデオメッセージ）       祝辞（議長のビデオメッセージ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

式辞（実行委員長の挨拶）            式典中の様子 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

出身中学校ごとの記念撮影             式典後の様子 

 以 上 



（３）令和５年度公設児童クラブ入所申込状況について

１　申込期間
　　令和４年１２月５日（月）から１２月２３日（金）まで

２　申込状況 （令和５年１月１９日現在）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

1 助川 12人 20人 19人 12人 9人 3人 75人 2クラス 0人

2 会瀬 14人 13人 8人 6人 8人 0人 49人 2クラス 0人

3 宮田 21人 19人 16人 17人 2人 3人 78人 2クラス 0人

4 滑川 15人 18人 4人 7人 1人 1人 46人 1クラス 0人

5 仲町 4人 8人 3人 2人 0人 1人 18人 1クラス 0人

6 中小路 2人 3人 3人 2人 1人 2人 13人 1クラス 0人

7 大久保 20人 22人 16人 4人 3人 0人 65人 2クラス 0人

8 かわらご 13人 11人 11人 5人 7人 1人 48人 1クラス 0人

9 成沢 12人 14人 6人 8人 1人 4人 45人 1クラス 0人

10 諏訪 17人 16人 14人 5人 9人 2人 63人 2クラス 0人

11 みずき 22人 23人 16人 12人 2人 2人 77人 2クラス 0人

12 大みか 9人 11人 6人 9人 1人 2人 38人 1クラス 0人

13 大沼 33人 30人 27人 14人 0人 1人 105人 3クラス 0人

14 金沢 12人 10人 10人 7人 4人 1人 44人 1クラス 0人

15 はなやま 7人 9人 9人 4人 1人 0人 30人 1クラス 0人

16 油縄子 16人 10人 17人 6人 5人 7人 61人 2クラス 0人

17 田尻 13人 8人 9人 7人 5人 5人 47人 1クラス 0人

18 日高 20人 27人 26人 16人 14人 4人 107人 3クラス 0人

19 豊浦 18人 15人 21人 8人 5人 1人 68人 2クラス 0人

20 久慈 21人 14人 11人 14人 4人 2人 66人 2クラス 0人

21 坂本 14人 16人 24人 12人 2人 2人 70人 2クラス 0人

22 櫛形 18人 24人 19人 7人 5人 3人 76人 2クラス 0人

23 山部 0人 2人 2人 2人 1人 0人 7人 1クラス 0人

333人 343人 297人 186人 90人 47人 1,296人 38クラス 0人

※　障がい児児童クラブは除く。（申込期間：令和５年１月１０日から２月３日まで）

待機
児童数

№ クラブ名
学年

計
開設予定
教室数

R2：2部屋目整備完了

備考

R3：3部屋目整備完了

R2：2部屋目整備完了

R3～：生活科室借用

R2：2部屋目整備完了
R5：生活科室借用(3部屋目)

R2：2部屋目整備完了

R2：2部屋目整備完了

R2：2部屋目整備完了

合計



３　過年度の状況　 　（４月１日現在）

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

245人 237人 219人 116人 57人 24人 898人 23クラス 48人 7,833人

284人 267人 232人 154人 52人 28人 1,017人 29クラス 35人 7,528人

337人 284人 231人 179人 61人 24人 1,116人 34クラス 0人 7,352人

352人 325人 255人 155人 107人 41人 1,235人 37クラス 0人 7,012人

参考（今年度の申込状況）

333人 343人 297人 186人 90人 47人 1,296人 38クラス 0人 6,777人

※　障がい児児童クラブは除く。

※　全児童数について、日立特別支援学校は除く。

以　上　

年度
学年

計
開設
教室数

待機
児童数

全児童数

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

245人 284人
337人 352人 333人

237人
267人

284人
325人 343人

219人

232人

231人

255人 297人

116人

154人

179人

155人
186人

57人

52人

61人

107人
90人

24人

28人

24人

41人
47人

7,833人
7,528人

7,352人

7,012人

6,777人

0人

1,000人

2,000人

3,000人

4,000人

5,000人

6,000人

7,000人

8,000人

0人

200人

400人

600人

800人

1,000人

1,200人

1,400人

1,600人

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

全児童に対する申込者数の推移

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 全児童数



（４）市内高等学校運動部の全国大会出場結果について 

 

１ 茨城キリスト教学園高等学校陸上競技部（女子）（３年連続２５回目の出場） 

 (1) 大会名  女子第３４回全国高等学校駅伝競走大会 

 (2) 日 時  令和４年１２月２５日（日）午前１０時２０分スタート 

 (3) 場 所  たけびしスタジアム京都（西京極総合運動公園陸上競技場）を 

スタート・フィニッシュとする５区間（２１．０９７５ｋｍ） 

 (4) 参加校  都道府県予選会の優勝校 ４７校 

 (5) 結 果  ２１位 （１時間１１分３１秒） 

        ※ 優勝：長野県長野東高等学校（１時間７分３７秒） 

(6) 出場選手等 

区間 選手名（学年） 区間記録 区間順位 総合順位 

第１区（6㎞） 小野
お の

 真
ま

緒
お

（３年） 20分 29秒 15位 15位 

第２区（4.0975㎞） 後藤
ご と う

 凛那
り ん な

（３年） 13分 59秒 25位 20位 

第３区（3㎞） 渡邉
わたなべ

 珠有
し ゅ う

（３年） 10分 07秒 10位 19位 

第４区（3㎞） 袴塚
はかまつか

 乙愛
お と め

（３年）  9分 45秒 12位 19位 

第５区（5㎞） 山形
やまがた

 一華
か ず は

（２年） 17分 11秒 26位 21位 

(7) 過去記録（参考） 

第３２回大会 ３１位 （１時間１２分４３秒） 

第３３回大会 ２７位 （１時間１２分５０秒） 

 

以 上  



（５）令和４年度教育長表彰について 

 

１ 目的 

  学習、文化、スポーツ、奉仕活動等において、他の児童生徒の模範となる活動又

は優秀な成績を収めた児童生徒及び幼児を表彰することにより、本市の学校教育に

おける学習等の進展を図る。 

 

２ 対象 

 (1) 日立市立の幼稚園、認定こども園の園児 

(2) 日立市立の小学校、中学校、義務教育学校、特別支援学校又は茨城県立日立第

一高等学校附属中学校の児童生徒 

 (3) 茨城県全域以上の区域を対象とする各種大会、コンクール、発表会等において

優勝、最優秀賞等の優秀な成績を収めた個人又は団体 

 

３ 表彰数  

   部 門 個 人 団 体 

１ 学習・文化 ３（１４） ２（ ３） 

２ スポーツ ２１（２２） ５（ ６） 

３ 奉仕 ０（ ２）  １（ ０） 

計 ２４（３８） ８（ ９） 

  ※ （ ）は昨年度 

 

４ 表彰式 

  「令和４年度 青少年健全育成のための市民の集い」（日立市青少年育成推進会

議主催）において表彰式を行う。 

 (1) 日時 令和５年２月２３日（木） 午後１時から午後３時まで 

 (2) 場所 日立市民会館 

 

 以 上  



№ 学校名等 学年 氏名 コンクール名・大会名 受賞内容

1 平沢中学校 1 磯部　羅夢花 第60回茨城県小中学校読書感想文コンクール 茨城県知事賞

2 泉丘中学校 2 磯前　翔 茨城県統計グラフコンクール 茨城県知事賞

3 泉丘中学校 2 長谷川　琉人 茨城県統計グラフコンクール 茨城県知事賞

№ 学校名等 コンクール名・大会名 受賞内容

1
泉丘中

吹奏楽部
第22回東日本学校吹奏楽大会 銀賞

2
茨城キリスト中

コーラス部
第75回全日本合唱コンクール全国大会
（中学校部門同声合唱の部）

金賞

№ 学校名 学年 氏名 コンクール名・大会名 受賞内容

1 滑川小学校 1 渡邉　真桜
第60回茨城県空手道選手権大会
（形の部　小学1年女子）

優勝

2 櫛形小学校 3 松井　千穂
2022年全日本卓球選手権
（カブ女子シングルス）

出場

3 助川小学校 4 岡田　圭矢
第44回全国JOCジュニアオリンピックカップ春季水泳競技
大会（男子50mバタフライ（10歳以下））

出場

4 油縄子小学校 4 加藤　叶琉 第33回全日本ジュニアソフトテニス大会 優勝

5 成沢小学校 5 宗方　希花 第22回全国小学生ソフトテニス大会茨城県予選会 第１位

6 櫛形小学校 5 間々田　莉央 第22回全国小学生ソフトテニス大会茨城県予選会 第１位

7 坂本小学校 5 橋本　一輝
第22回全日本少年少女空手道選手権大会
（形の部 男子5年）

出場

8 会瀬小学校 6 川松　瑠麻
第38回全国小学生陸上競技交流大会茨城県選考会
（6年女子100mの部）

第１位

9 大久保小学校 6 萬場　由依 第20回全国ホープス選抜卓球大会 出場

10 櫛形小学校 6 染野　大哉
第39回茨城県スポーツ少年団スポーツ大会ソフトテニス
競技（高学年男子の部）

第１位

11 櫛形小学校 6 藤本　真央
第39回茨城県スポーツ少年団スポーツ大会ソフトテニス
競技（高学年男子の部）

第１位

12 久慈中学校 1 市原　心 第60回茨城県空手道選手権大会 優勝

13 滑川中学校 2 小砂川　慶士
第62回茨城県中学校新人体育大会
（陸上競技の部　共通男子走高跳）

第１位

令和４年度教育長表彰受賞者一覧

学習・文化部門（個人）　 ３名

学習・文化部門（団体）　 ２団体

スポーツ部門（個人）　２１名

代表者

（代表2年）
石川　依織

（未定）



14 泉丘中学校 2 田所　るな
2022年JOCジュニアオリンピック　全日本卓球選手権大会
（カデット14歳以下女子シングルス）

出場

15 泉丘中学校 2 野田　絢菜
第62回茨城県中学校新人体育大会
（陸上競技の部　2年女子100m）

第１位

16 十王中学校 2 菊池　萌絵
第62回茨城県中学校新人体育大会
（陸上競技の部　共通女子砲丸投げ）

第１位

17 駒王中学校 3 大関　伶
令和4年度全国中学校体育大会　第62回全国中学校水泳競
技大会（男子200ｍ背泳ぎ）

第６位

18 泉丘中学校 3 木村　真桜 皇后杯　第41回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会 出場

19 久慈中学校 3 出野　有紗
第62回全国中学校体育大会
（水泳の部　女子200mバタフライ）

第５位

20
日立特別支援

学校
中3 古橋　翼

茨城県特別支援学校体育連盟スポーツ競技会
（知的障害　800m　中学部男子）

第１位

21
日立特別支援

学校
高3 和田　龍星

茨城県特別支援学校体育連盟スポーツ競技会
（知的障害　ジャベリックスロー　高等部男子）

第１位

№ 学校名等 コンクール名・大会名 受賞内容

1
東小沢FCバン

ビーナネクスト
北関東チャンピオンシップ2022（サッカー競技） 準優勝

2 日立市 第45回全国スポーツ少年団剣道交流大会茨城県大会 優勝

3 明信館 第56回全国道場少年剣道大会 出場

4
東小沢FCバン

ビーナ
JFA第13回全日本U-15女子フットサル選手権大会関東大会 準優勝

5
日立特別支援

学校
茨城県特別支援学校体育連盟スポーツ競技会
（知的障害　4×100mリレー　中学部男子）

第１位

№ 学校名等

1
坂本中

バレーボール部

金沢小5年
山口　真緒

水木小6年
師岡　壱太

スポーツ部門（団体）　 ５団体

代表者

水木小6年
師岡　壱太

十王中3年
鈴木　咲羅

中学部3年
佐藤　心琉

令和4年1月から毎月、バレーボール部員全員が、坂下地区のさわやかサ
ロンに参加される高齢者へ向け手紙を作成。坂下地区地域福祉部を通し
て、高齢者の方へお送りしている。現在もこの活動を続けており、高齢
者の方や福祉部の方からも感謝の言葉を頂いている。

代表者

3年　袖山　丹埜

奉仕部門　（団体）　１団体　

受賞内容


